
まえがき＝リサイクル法において，石炭灰はリサイクル
促進を求められる副産物の一つに指定されている。相次
ぐ石炭火力発電所の運転開始により，石炭灰の発生量
は，2005 年に 1 000 万トン／年を超過する見込みであ
り1），有効な利用技術の開発が課題となっている。
　当社では，石炭灰を利用した人工軽量骨材製造技術を
実用化するとともに，石炭灰が発生する地域の事情に応
じた土木・ ：消四 発訊 𨸗 殻 洊逴 遵 音
仔。石炭灰に， 功＝ 案ゐ睎環
イ と情イ嚢
イ な利用技みてい 噺エ念

制など，利点が多い。2000 年度時点でのコ∵
回転している格子状ベルトにより，正極に吸引された鉱
物粒子は図 1において左側へ，負極に吸引された粒子は
同じく右側へ移動する。粒子はベルトで搬送される間に
も摩擦帯電と静電気力による移動を繰返しているので，
装置の中で多段の分離をしていることになり，1回の静
電分級処理で効率的なぴ
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